
 

北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）の整備に関する有識者会議（第 20回） 

議 事 概 要 

令和８年１０月６日（火） １６：００～１８：００ 

於：中央合同庁舎 ３ 号 館 ８ 階特別会議室 

 

○  年内の本有識者会議の報告書とりまとめに向けて、事業費の精査を行うに

当たっては、完成・開業時期の見込みを立てる必要がある。 

 

○  令和７年３月の本有識者会議報告書においては、「発現の蓋然性が高いリス

クや採用可能な工程短縮策を前提とした場合、現時点では、完成・開業は概

ね２０３８年度末頃の見込み」としたところ。その後、札樽トンネル札幌工区にお

いてシールドマシンの交換式強化先行ビットが想定以上に著しく損傷するなど

の事象が発生しており、その影響を評価した結果、工程に余裕はなくなってき

ているものの、現時点でこの見込みを変更する必要まではないことを確認した。 

 

○  また、同報告書において、開業時期を定めることが適切な時期として、「渡島、

羊蹄、札樽トンネルの貫通に一定の目途が立った段階」としたが、札樽トンネル

に関する目途が立つ条件について、札幌工区の最新の現地状況を踏まえ、見

直しの方向性について議論を行った。 

 

○  以上の認識を踏まえ、報告書の骨子案について議論を行った。 

 

○  次回の会議においては、引き続き、最新の状況を踏まえて事業費の精査を

行った上で、報告書案について議論を行う。 

 

以上 


